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昨年は、風早の地に初めての自治組織

「風早自治会」を組織していただき、住み

よいまちづくりのために区民自らの知恵と

エネルギーを結集しなければならないとい

う画期的な時代のさきがけを承りました。

その結果、日本の地方自治の長い歴史の中

で、住民みずからが、自分たちによる自分

たちのための手づくり手弁当の活動を計画

立案し、推進展開していくという欧米先進

国で生まれた自主・民主という手法を身近

な風早の地で適応していく貴重な体験をさ

せていただきました。 

しかし、風早にとっての「自主元年」は、予測されたことであっ

たとしても、意気込みはあっても前例がないという手探りと戸惑

い、暗中模索の不安感に悩まされはしましたが、挫折感には無縁で

した。それといいますのも、試行と模索の難儀を重ねるなかで、新

しい器に新しい酒を入れるような活動の高揚した新鮮さや、猪（イ

ノシシ）が原野の土を切り開くかのような突進力などが、制御され

たエネルギーとして推進力に高められるという組織力のすばらしさ

を体験したからです。 

そういうなかで、「風早公衛協」の散乱ごみ収集活動、「風早小

学校区体育振興会」の市民スポーツ大会参加、災害弱者支援を担う

べき「自主防災風早」の立ち上げ、広島県警からきめこまやかな見

守り活動を評価され県内有数なモデル団体の指名を受けた「風早子

どもを守る会」、つばさの家との交流運動会や高齢者とのふれあい

給食など女性会を中核とする「環境福祉部」の活動、トランペット

コンサートなど風早っ子を育てるためのメタセコイア文化祭など文

化活動、自治会広報紙「風の郷」発刊・・・などなどの風早の文化

と風土にいささかなりとも寄与せんがための諸活動を進めていただ

くことができました。 

それらには、それぞれ高い目標をめざし一定の成果を得たもの、

さらにステップアップを期待される伸びしろの大きい活動など今後

の活動のあり方や、とくに共通課題の総和として地域力のさらなる

発掘と育成、その結集という活動推進の原点にかかわる人材発掘と

いうずっしりと重い課題を得ました。その中にあって、各分野の活

動エンジンとして参加し、推進エネルギーを提供してくださった関

係自主団体の皆さんのご努力に厚くお礼を申し上げます。 

一方で、これらの活動は風早区民全体に何をもたらしたかという

自治会活動の根幹に関わる問題に対しては、地域のみなさんの下さ

れる評価こそが第一に優先されます。きびしくも建設的な視点で

もって諸活動を見つめていただき、風早自治会活動の進展に寄与さ

れるべき率直で貴重なご意見ご希望が届けられるようお願いしま

す。 

本年は、それらの評価と検証を積み上げ、区民みんなお互いの笑

環境福祉部 

「ふれあい弁当」サービス  116食 配食 

１２月８日（金）に、77歳以上

のお年寄りだけの世帯に対して

「ふれあい弁当」をつくり、訪問

サービスを行いました。 

調理は女性会が受け持ち、風早

西集会所を調理場として利用させ

ていただきました。メニューは

シーズンにあわせ「カキ飯」に

「紅白なます」を添えたもので、味付けが、お年寄りにことのほか

好評で、調理担当の12名の女性会員も大いに自信をつけ、次回を待

ちわびています。 

なお、配食数は１１６食で、民生委員や介護相談協力員が担当区

域内のお家を訪問し、弁当を手渡しされました。  

部 会 活 動 報 告   

散乱ごみ撲滅キャンペーン  ゴミ回収に110名参加 

風早自治会18年度第2回散乱ゴミ収集を11月26日（日）に行いま

した。 

当日は小雨が降る悪天候にもかかわらず多数の皆様に参加いただ

き、291㎏（内約：可燃ゴミ48㎏、不燃ゴミ243㎏）のゴミを収集す

ることができました。 

これからも【ポイ捨てゼロ】を目標にして散乱ゴミのない美し

い、気持の良い地域づくりへの目標達成に向けて多数の皆様が参加

してくださいますようお願いします。 

次回のゴミ収集も、環境福祉部の主催で３月１１日（日）を予定

しています。皆様のご協力の程よろしくお願いします。 

顔が見えるように活動の門戸を広げ、多くの参加者を得る方向に展

開を改善します。とくに社会問題化していながら立ち遅れている防

災ネットワークづくりや高齢者福祉の取り組みの強化は緊急で重大

な課題です。 

区民のみなさんには、機会あるごとに諸活動に触れていただくと

ともに、風早自治会を立ち上げてよかった、風早に住んでいてほん

とに良かったと言っていただけるような、心豊かになる郷土づくり

をめざしたく思いますので、満腔のご理解とさらなるご教示をお願

いし年の初めののご挨拶といたします。 

会長 岡本文雄 

『子ども見守り活動のポイント』についての講習会開催 

９月２０日（水）西条警察署生活安全課の平田課長、藤井係長を

講師として招き講習会を、「風早子どもを守る会」会員４２名が出

席して風早小学校屋内運動場で開催しました。 

講習内容 『子ども見守り活動のポイント』 

 通学路における見守り活動 

 地域マップをつくろう 

 『子ども１１０番の家』対応マニュアル 

「風早子どもを守る会」  支援物品による活動 

広島県警から18年度、子ども見守り活動支援モデル事業の実施団

体に指定され支援物品が西条警察署より支給されました。11月初旬

に「子どもを守る会」会員（85名）に配布し、こころ新たに活動し

ています。 

これから、この支援物品を有効に活用した活動を続け、子どもの

安全を守りたいと思います。 

  

 支援物品 

防災防犯部 

品 名 数 量 

タスキ ５０ 

ジャンバー ５０ 

ベスト ５０ 

横断旗 ５０ 

ホイッスル ５０ 

自転車用プレート ５０ 

ランドセルステッカー ５００ 

のぼり旗 ５０ 

子ども110番の家プレート ５０ 

帽子 １００ 

岡本文雄 会長 



メタセコイヤ文化祭 イルミネーション点灯式 

１２月９日（日）メタセコイヤ文化祭イルミネーション点灯式が

開催されました。 

このメタセコイヤ文化祭は、風早小学校の校庭に植えられている

メタセコイヤの木をイルミネーションで飾り、屋内運動場には、児

童や地域の皆様の作品を展示さ

せていただく文化祭です。 

地域に開かれた学校づくりの

一環として、また、学校、保護

者、地域が一体となって取り組

むことにより、さらに連携を図

り、相互理解を深めるというこ

とを目的として始まった行事

で、今年度は風早自治会の協賛

で開催されました。 

教育文化部 

散乱ごみ撲滅キャンペーン 

開 催 日  平成１９年３月１１日（日） 

時 間 ８：３０～（１時間程度） 

集合場所 各地区の区長及び衛生推進委員の指示に従って

ください 

活動方法 各地区から風早小学校に向かってゴミを分別し

ながら拾って来ていただく 

持 参 品  火ばさみ・手袋・タオルなど  

備 考  粗大ゴミや処理困難なゴミは収集しないでくだ

さい 

 家庭ごみは出さないでください 

 雨天の場合は中止し、小雨の場合は決行します 

「自主防災風早」資機材貸与式 

開 催 日  平成１９年３月１２日（月） 

時 間 １４：００ 

場 所 風早東区児童公園 

小島光博さん 金管五重奏コンサート 

１１月１０日（金）の午後、風早

小学校屋内運動場で、児童・保護

者・地域の聴衆を前に地元出身の小

島光博さんをリーダーとする金管五

重奏団「BRASS FORM」の演奏会を

開きました。小島さんは、風早小学

校、安芸津中学校の卒業生で、東京

都武蔵野音楽大学器楽学科でトラン

ペット演奏を本格的に習得され、現

在では、東京都を中心として演奏活動をされているプロフェッショ

ナルの演奏家です。 

演奏会は、バッハ作曲の古典曲にはじまり、ミュージカル「ウェ

ストサイド物語」から「マリア」「トゥナイト」、「リパブリック

賛歌」、アニメ「となりのトトロ」から「さんぽ」などおなじみの

曲をまじえながら幅広いレパートリーを次々と演奏されました。演

奏の合間には、トランペット・ホルン・トロンボーン・チューバな

どの金管楽器のしくみと音色の特徴などを分かりやすいトークで楽

しく解説されました。 

会の終り近くでは金管五重奏をバックにした「風早小学校校歌」

と「ドレミの歌」を児童や聴衆全員で合唱し、さらに、アンコール

曲「草競馬」を最後に１時間の演奏会を終わりました。風早小学校

児童約２５０名と地域の参加者約

７０名はプロの演奏家の奏でる金

管楽器の美しい音色とハーモニー

に感動しました。 

 風早自治会の教育文化部は、今

後も機会を見つけて音楽、演劇、

伝統芸能など文化活動を紹介し

て、風早の文化の質を高めること

につとめたいと思います。 

 この日のイルミネーション点

灯式には児童、保護者、教職員

そして地域の皆様等約４００名

が参加しました。 

 屋内運動場で「安芸津子ども

ジャズダンス」、「安芸津バト

ンサークル」の皆さんによるア

トラクションに続き、日頃お世

話になっている「風早子どもを

守る会」の皆様へ、児童代表からの感謝の言葉、最後にメタセコイ

ヤの歌「風早の子どもたちへ」を参加者全員で合唱しました。 

グラウンドに会場を移し、イルミネーションの点灯。朝から降り

続いていた雨もこの頃にはすっかり上がり、点灯スイッチの前に並

んだ５名の児童会役員によるカウントダウンの掛け声とともにイル

ミネーションが点灯すると、イルミネーションで飾られたメタセコ

イヤの木と体育館が真っ暗なグラウンドに浮かび上がり、大きな歓

声が上がりました。 

その後、「未来へ夢をのせて」というテーマで、参加者それぞれ

の夢を書き綴ったメッセージカードを取り付けた風船を、一斉に夜

空に飛ばしました。 

メタセコイヤ文化祭 作品展示会 

１２月１７・１８・１９日の３日間、屋内運動場でメタセコイヤ

文化祭作品展示会が開催され、風早小学校の児童、保護者、幼稚

園、保育所そして地域の皆様の作品が展示されました。 

展示作品は絵画、書道、陶芸、手芸、写真、民芸品など多岐にわ

たり、のべ５２４名の入場がありました。 

また、１７・１８日の２日間、土居社中の皆様によるお茶席には

３３０名が訪れ、お茶を楽しみました。 

風船で届いたメッセージ 

メタセコイア点灯式で風船につけて飛ばした児童

や保護者、地域からの参加者のメッセージに、はる

ばる愛知県、静岡県から合わせて４通の返事が届き

ました。 

「今はたくさん勉強して、たくさん友達と遊んで、 

大人になったら仕事もがんばって、そして・・・ 

夢をかなえてください。 

フーセンを届けてくれてありがとう」 

中部地方から風早小学校へ、児童たちの夢を応援

するあたたかい返事が返ってきました。 

今後の行事予定 

「風早の子どもたちへ」合唱 

風船の準備ＯＫ 

お茶クラブの児童もお手伝い 

 

BRASS FORM の皆さん 


